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駿
河
前
司
橘
導
通
は
若
い
頃
、
身
分
の
あ
る
女
房
の
も
と
に
通
っ
て
い
た
。

女
房
の
家
の
申
達
は
季
通
の
行
為
を
憎
く
思
っ
て
こ
ら
し
め
よ
う
と
し
た
。
あ

る
夜
墨
書
が
そ
っ
と
女
房
の
部
屋
に
入
る
と
、
そ
れ
を
知
っ
た
侍
達
は
邸
の
周

囲
を
囲
ん
で
季
通
が
出
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
た
。
明
げ
方
に
な
っ
て
、
迎
え
に

来
い
と
言
っ
て
お
い
た
小
舎
人
童
が
来
た
。
素
通
は
捕
え
ら
れ
ま
い
か
と
心
配

し
て
い
る
と
、
童
は
「
御
幸
経
ノ
僧
ノ
童
子
二
侍
リ
」
と
言
っ
て
邸
内
に
入
っ

た
が
、
季
通
の
い
る
部
屋
に
は
寄
ら
ず
に
再
び
邸
の
外
に
出
て
、
女
の
子
の
衣

を
奪
お
う
と
し
た
。
女
の
子
が
「
引
剥
有
二
、
人
殺
ス
ヤ
」
と
叫
ぶ
と
、
そ
の

声
を
聞
い
て
侍
達
が
駈
け
て
行
っ
た
。
そ
の
す
き
に
季
通
は
逃
げ
る
こ
と
が
で

き
た
。
 
（
今
昔
物
語
集
注
二
十
三
第
十
六
「
駿
河
前
司
橘
季
通
、
構
邊
語
」
）

 
 
（
今
昔
、
駿
河
前
司
橘
導
通
ト
県
人
有
キ
。
其
乱
軍
カ
リ
ケ
ル
時
、
参
仕

 
マ
ツ
ル
所
ニ
モ
非
ヌ
、
止
事
無
キ
慮
二
有
ケ
ル
女
房
ヲ
語
テ
、
忍
テ
通
ケ
ル

 
ヲ
、
・
其
所
二
手
ケ
ル
侍
共
、
直
ぐ
六
位
ナ
ド
ノ
有
り
ケ
ル
ガ
「
此
ノ
殿
ノ
人

 
ニ
モ
非
ヌ
者
ノ
、
管
・
暁
二
殿
内
ヨ
リ
出
入
ス
ル
、
極
テ
主
事
也
。
去
来
、

 
此
レ
立
籠
テ
罰
ム
」
ト
集
テ
云
合
セ
ケ
ル
ヲ
、
季
通
、
然
ル
事
ヲ
モ
不
知
シ

テ
、
前
ぐ
ノ
如
ク
小
舎
人
童
一
人
許
ヲ
具
シ
テ
、
歩
ヨ
リ
行
テ
、
忍
テ
局
二

入
ニ
ケ
リ
。
童
ヲ
バ
、
「
暁
二
迎
ヘ
ニ
来
レ
」
ト
云
テ
、
返
シ
遣
り
ッ
。

 
然
ル
間
、
此
ノ
罰
ム
ト
為
ル
者
共
、
伺
ハ
ム
ト
シ
ケ
ル
程
二
、
「
例
ノ
主

謀
テ
、
既
二
局
二
入
ヌ
ル
ハ
」
ト
吉
廻
ニ
テ
、
此
方
彼
方
ノ
登
窯
差
シ
テ
ケ

リ
。
鑑
ヲ
バ
取
置
テ
、
侍
共
皆
曳
杖
シ
テ
、
築
垣
ノ
崩
ナ
ド
ノ
有
ル
所
二
立

塞
ガ
リ
テ
護
り
ケ
ル
ヲ
、
其
ノ
局
二
有
ケ
ル
女
童
部
、
此
ノ
氣
色
ヲ
見
テ
主

ノ
女
房
二
念
ケ
レ
バ
、
女
房
モ
、
聞
キ
驚
テ
季
通
二
告
ケ
レ
バ
、
季
通
モ
臥

タ
リ
ケ
ル
ガ
、
此
ヲ
聞
テ
起
テ
、
物
打
着
テ
、
奇
異
ト
思
居
タ
リ
ケ
リ
。

 
女
房
ハ
「
上
二
参
リ
テ
尋
ネ
」
ト
云
テ
、
参
テ
尋
ケ
レ
バ
、
 
「
平
身
ノ
心

合
テ
為
ル
ト
ハ
云
乍
、
其
家
ノ
男
主
モ
虚
不
知
シ
テ
有
事
也
ケ
リ
」
ト
聞
事

テ
、
女
房
可
為
キ
様
モ
元
テ
、
局
二
返
り
下
テ
泣
居
タ
リ
。
 
「
猛
キ
態
カ

ナ
。
恥
ヲ
見
テ
ム
ズ
ル
事
」
ト
思
ヘ
ド
モ
、
可
 
キ
様
モ
元
ク
テ
、
女
房
ノ

童
部
ヲ
出
シ
テ
、
出
テ
可
行
ク
隙
や
有
ル
ト
見
優
ケ
レ
ド
モ
、
然
様
ナ
ル
所

ニ
ハ
、
侍
共
ノ
四
五
人
ヅ
・
袴
ノ
扶
ヲ
上
ゲ
、
喬
ヲ
交
シ
テ
、
太
刀
ヲ
提
、

杖
ヲ
突
ツ
・
立
並
タ
リ
ケ
ル
。
女
童
部
返
リ
入
テ
早
笛
ヲ
云
ケ
レ
バ
、
季
通

歎
キ
思
フ
事
中
限
リ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
 
 
・
 
 
 
．

、
此
ノ
全
通
思
量
リ
賢
ク
カ
ナ
ド
ゾ
極
ク
強
カ
リ
ケ
ル
ニ
、
思
ケ
ル
様
、
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，

 
「
今
ハ
何
ガ
セ
ム
。
此
ヲ
平
然
キ
事
也
。
ロ
ハ
、
夜
照
明
ク
ト
モ
、
此
ノ
局
二

居
テ
コ
ソ
ハ
曳
出
来
ム
者
共
二
取
合
テ
死
ナ
メ
。
然
リ
ト
モ
夜
明
テ
後
ニ
ハ

我
ト
知
り
ナ
ム
、
此
モ
彼
モ
否
不
為
ジ
物
ヲ
、
然
う
ム
幽
界
、
従
者
共
呼
ビ

 
声
遣
テ
コ
ソ
ハ
出
デ
行
カ
メ
」
ト
、
「
但
シ
三
瀬
ノ
心
モ
不
得
デ
、
暁
二
来

 
テ
門
田
カ
バ
、
 
『
我
が
小
舎
人
童
ゾ
』
ト
心
得
テ
、
捕
テ
被
縛
ヤ
セ
ム
ズ
ラ

 
ム
」
。
且
ハ
レ
ゾ
不
便
二
歩
ヘ
ヶ
ル
。
然
レ
バ
女
ノ
童
部
ヲ
出
シ
テ
「
若
シ
や

来
ル
」
｝
伺
荘
官
ケ
ル
ヲ
モ
、
・
勢
至
ノ
耳
元
ク
云
ケ
レ
バ
、
泣
ツ
・
返
テ
屈

 
り
居
り
。

 
然
ル
程
暁
方
二
成
ニ
ケ
リ
。
此
ノ
童
何
ニ
シ
テ
カ
入
ツ
ラ
ム
、
入
来
ル

 
ヲ
、
侍
共
氣
色
取
テ
、
「
彼
Z
童
照
影
ソ
」
ト
問
ヘ
バ
、
此
レ
ヲ
聞
テ
、
 
「

 
悪
ク
答
ヘ
テ
ム
ズ
」
ト
思
ヒ
居
タ
ル
程
二
、
童
「
御
蓼
経
ノ
僧
ノ
童
子
二
侍

 
り
」
ト
名
乗
ル
也
。
 
「
然
ナ
リ
」
ト
テ
過
シ
ツ
。
．
「
賢
ク
答
ヘ
ツ
ル
奴
カ

 
ナ
。
怪
獣
来
テ
例
呼
ブ
女
ノ
名
ヲ
や
呼
バ
ム
ズ
ラ
ム
」
ト
、
其
レ
ヲ
亦
思
ヒ

居
タ
ル
管
見
、
局
ヘ
ェ
、
不
寄
来
デ
過
テ
行
ヌ
レ
バ
、
季
通
、
「
此
ノ
童
、
心

得
テ
ケ
リ
。
然
ダ
ニ
心
得
テ
ハ
、
ウ
ル
セ
キ
奴
ゾ
カ
シ
。
然
レ
ド
モ
、
謀
ル

 
事
ハ
有
ラ
ム
ズ
ラ
ム
」
ト
、
童
ノ
心
ヲ
知
日
レ
バ
、
思
ヒ
居
タ
ル
程
二
、
大

路
二
女
ノ
音
ニ
テ
「
引
剥
有
二
、
人
殺
ス
ヤ
」
ト
叫
ブ
ナ
リ
。
純
音
ヲ
聞

，
テ
、
此
事
忌
立
ル
侍
共
、
「
彼
、
搦
メ
コ
こ
ト
「
ケ
シ
ウ
ハ
非
ジ
」
ト
云

 
テ
、
皆
乍
ラ
走
り
懸
り
テ
、
門
ヲ
モ
否
不
開
敢
ズ
、
崩
ヨ
リ
走
り
出
テ
、

 
「
何
方
へ
去
ヌ
ル
ゾ
」
ナ
ド
尋
騒
グ
陸
田
、
季
通
「
此
レ
ハ
此
ノ
童
為
ル
事

 
ヨ
」
ト
思
ケ
レ
バ
、
走
り
出
テ
見
ル
ニ
、
門
ヲ
バ
鍾
差
タ
レ
バ
不
疑
ズ
シ

 
テ
、
崩
ノ
許
二
少
（
ハ
留
リ
テ
、
此
彼
云
フ
程
二
、
季
通
、
門
ノ
許
二
走
り

 
寄
テ
門
ノ
鍾
ヲ
［
テ
引
ケ
レ
バ
、
引
抜
テ
ケ
リ
。

 
 
門
ヲ
開
ク
マ
・
二
走
り
延
テ
辻
二
走
り
折
ツ
・
程
ニ
ゾ
、
童
鼠
走
り
合

 
テ
、
具
シ
テ
一
二
町
許
走
リ
延
ビ
ニ
ケ
レ
バ
、
例
ノ
様
二
歩
テ
、
忌
引
、
童

 
二
「
何
ト
シ
タ
リ
ツ
ル
事
ゾ
」
ト
問
ケ
レ
バ
、
童
ノ
云
ク
、
「
御
門
共
ハ
例

 
二
非
ズ
被
差
テ
候
ツ
ル
ニ
A
ロ
セ
テ
、
 
山
義
義
侍
織
目
ノ
⊥
並
塞
一
ガ
リ
テ
劃
一
上
路
ヨ
碧
問

 
ヒ
候
ツ
レ
バ
「
権
ク
思
ヘ
テ
、
其
コ
ニ
テ
モ
『
御
主
讃
僧
ノ
童
子
也
』
ト
名

 
乗
テ
候
ツ
レ
バ
、
入
テ
候
ツ
レ
バ
、
音
ヲ
被
聞
奉
テ
後
、
返
テ
出
テ
、
此
ノ

 
殿
二
候
フ
女
童
ノ
大
路
二
尿
マ
リ
居
テ
候
ツ
ル
ヲ
、
シ
や
髪
ヲ
取
テ
打
臥
セ

 
テ
、
衣
ヲ
剥
候
ツ
レ
バ
、
叫
ビ
候
ツ
ル
音
二
付
テ
、
侍
共
ノ
出
来
リ
候
ツ
レ

 
バ
、
 
『
今
ハ
然
リ
ト
モ
出
サ
セ
給
ヌ
ラ
ム
』
ト
思
給
テ
、
打
奔
テ
此
方
様
二

 
参
合
候
ツ
ル
也
」
ト
云
テ
、
具
シ
テ
返
ニ
ケ
ル
。

 
 
童
部
ナ
レ
ド
モ
此
ク
賢
ク
急
報
三
塁
キ
者
也
。

 
 
此
ノ
季
通
ハ
陸
奥
前
司
則
光
朝
臣
ノ
子
也
。
此
モ
心
太
ク
力
有
ケ
レ
バ
、

 
此
ク
モ
迩
也
ト
ナ
ム
語
り
傳
タ
ル
也
。
）

 
比
叡
山
西
塔
の
実
因
僧
都
は
大
力
の
持
主
で
あ
っ
た
。
僧
都
が
昼
寝
し
て
い

．
た
時
、
弟
子
達
が
大
力
を
試
み
よ
う
と
、
胡
桃
八
箇
を
僧
都
の
足
の
各
署
の
間

に
は
さ
む
と
、
僧
都
は
狸
寝
入
り
を
し
て
い
た
が
、
伸
び
を
す
る
よ
う
に
し
て

足
に
力
を
入
れ
る
と
、
胡
桃
は
全
部
割
れ
た
。
夜
更
け
に
内
裏
か
ら
退
出
し
て

一
人
で
武
徳
殿
の
方
に
歩
い
て
い
る
と
、
一
人
の
男
が
近
寄
っ
て
来
て
僧
都
を

背
負
っ
た
。
そ
し
て
西
の
大
宮
と
二
条
の
辻
で
下
ろ
し
、
衣
を
剥
こ
う
と
す
る

と
、
僧
都
は
力
を
入
れ
て
男
の
腰
を
は
さ
ん
だ
。
男
は
た
え
が
た
く
思
っ
て
無

礼
を
わ
び
る
と
、
僧
都
は
宴
の
松
原
や
右
近
の
馬
場
等
に
背
負
っ
た
ま
ま
で
行

か
せ
、
朝
に
な
っ
て
許
し
た
。
 
（
今
昔
物
語
集
巻
二
十
三
第
十
九
「
比
叡
山
實

因
僧
都
強
力
語
」
）

 
 
 
（
今
昔
、
比
叡
山
ノ
西
塔
二
実
写
僧
都
ト
云
人
目
ケ
リ
、
小
松
ノ
僧
都
ト

 
ゾ
云
ケ
ル
。
顕
蜜
ノ
道
二
付
テ
止
事
乏
カ
リ
ケ
ル
人
也
。
其
レ
ニ
、
極
ク
カ

（62）



有
ル
人
ニ
デ
有
ケ
ル
。

 
僧
都
書
寝
シ
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
若
キ
弟
子
共
、
師
ノ
力
有
ル
由
ヲ
聞
テ
試
ム

が
為
二
、
．
胡
桃
ヲ
取
り
持
来
テ
、
僧
都
ノ
足
ノ
指
十
が
中
二
胡
桃
八
ヲ
交
ミ

タ
リ
ケ
レ
バ
、
僧
都
ハ
泣
寝
ヲ
シ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
打
任
テ
被
交
テ
後
、
寝
延

ビ
ヲ
為
ル
様
二
輪
ウ
ム
メ
テ
足
ヲ
交
ミ
ケ
レ
バ
、
八
ッ
ノ
胡
桃
一
度
ニ
ハ
う

く
ト
砕
ニ
ケ
リ
ρ

 
而
ル
間
、
天
皇
ノ
、
僧
都
、
内
御
修
法
行
ピ
ケ
ル
時
、
御
加
持
二
参
タ
リ

ケ
ル
ニ
、
伴
僧
共
ハ
皆
通
辞
ケ
リ
。
僧
都
ハ
暫
ク
候
テ
夜
打
深
更
ル
程
二
罷

出
ケ
ル
ニ
、
従
僧
・
童
子
ナ
ド
ハ
有
ラ
ム
ト
思
ケ
ル
ニ
、
履
物
許
ヲ
置
テ
、

従
僧
・
童
子
モ
不
見
ヘ
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
只
濁
リ
衛
門
陳
ヨ
リ
歩
ミ
出
ケ
ル

 
ニ
、
月
ノ
極
テ
明
カ
ナ
レ
バ
、
武
徳
殿
ノ
方
様
三
歩
行
ケ
ル
ニ
、
軽
カ
ニ
装

ゾ
キ
タ
ル
男
一
人
寄
来
テ
、
僧
都
二
指
向
テ
云
ク
、
「
何
ゾ
濁
ハ
御
マ
ス

ゾ
。
被
負
サ
セ
給
へ
。
己
レ
負
テ
将
奉
ラ
ム
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
僧
都
「
糸
吉

カ
リ
ナ
ム
」
ト
云
テ
、
心
安
ク
被
負
ニ
ケ
レ
バ
、
男
掻
負
テ
西
ノ
大
宮
二
条

ノ
辻
二
選
リ
出
テ
、
「
此
二
下
給
へ
」
ト
云
ヘ
バ
、
僧
都
「
我
ハ
此
ヘ
ヤ
来

ム
ト
思
ツ
ル
、
壇
所
二
行
ム
ト
思
ツ
ル
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
男
、
然
許
烏
有
ル

人
ト
モ
不
知
ラ
、
「
只
有
ル
僧
ノ
衣
厚
ク
着
タ
ル
ナ
リ
」
ト
思
テ
、
「
衣
ヲ

剥
ム
」
ト
思
ケ
レ
バ
、
麗
カ
ニ
打
振
テ
、
音
ヲ
唄
う
カ
シ
テ
、
 
「
何
デ
カ
不

下
シ
テ
ハ
云
フ
ゾ
。
和
御
房
ハ
命
惜
ク
ハ
元
キ
カ
。
其
着
類
ル
衣
得
サ
セ

ヨ
」
ト
云
テ
、
立
返
ラ
ム
ト
為
ル
苓
、
僧
都
「
否
や
、
此
ク
早
撃
思
ザ
リ

ツ
。
我
が
濁
行
ク
ヲ
見
テ
早
笛
ガ
リ
テ
負
テ
行
カ
ム
ト
為
ル
ナ
メ
リ
ト
コ
ソ

思
ヒ
ツ
レ
。
寒
キ
ニ
、
衣
ヲ
コ
ソ
否
不
脱
マ
ジ
ケ
レ
」
ト
云
テ
、
男
ノ
腰
ヲ

ヒ
シ
ト
交
ミ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
大
刀
ナ
ド
ヲ
以
テ
腰
ヲ
交
ミ
切
ラ
ム
如
ク
、
男

'
靴
墨
ク
思
ヘ
ケ
レ
バ
、
「
極
テ
悪
ク
思
ヒ
候
ピ
ケ
リ
。
翌
翌
サ
ム
ト
思
給
へ

 
ル
が
愚
二
候
ケ
ル
也
。
然
う
バ
御
マ
・
ス
ベ
カ
ラ
ム
所
二
将
奉
ラ
ム
。
腰
ヲ
少

 
シ
緩
ベ
サ
セ
給
へ
、
目
抜
ケ
腰
切
候
ヌ
ベ
シ
」
ト
術
無
記
ナ
ル
音
ヲ
出
シ
テ

 
云
ケ
レ
バ
、
僧
都
「
此
コ
ソ
云
ハ
メ
」
ト
テ
、
腰
ヲ
緩
ベ
テ
軽
ク
成
テ
被
負

 
タ
リ
ケ
レ
バ
、
男
持
上
テ
、
 
「
何
チ
御
マ
サ
ム
ズ
ル
」
ト
問
ヘ
バ
、
僧
都
A

 
「
宴
ノ
松
原
二
行
テ
月
見
ム
ト
思
ツ
ル
ヲ
、
汝
ガ
サ
カ
シ
ク
テ
此
へ
負
テ
将

 
来
レ
バ
、
先
ヅ
其
二
将
行
テ
月
見
セ
ヨ
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
男
、
本
ノ
如
ク

 
ニ
、
宴
ノ
松
原
二
将
行
ニ
ケ
リ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
・

 
 
其
ニ
テ
「
然
う
バ
下
サ
セ
給
ヒ
ネ
。
罷
工
ヒ
ナ
ム
」
ト
云
ヘ
ド
モ
、
尚
不

 
免
シ
テ
、
桜
鱒
乍
ラ
、
月
詠
メ
ウ
ソ
吹
テ
、
時
賛
マ
デ
立
テ
リ
。
男
泣
ル
事

 
元
限
リ
ド
モ
、
僧
都
「
右
近
ノ
馬
場
コ
ソ
懸
ケ
レ
。
其
へ
将
行
テ
」
ト
云
へ

 
バ
、
男
「
何
デ
カ
然
マ
デ
ハ
罷
候
ハ
ム
」
ト
云
テ
、
只
二
居
ル
ヲ
、
僧
都

 
「
然
う
バ
」
ト
テ
、
亦
腰
ヲ
少
シ
交
ニ
ケ
レ
バ
、
「
穴
難
堪
キ
。
罷
り
候
ハ

 
ム
」
ト
佗
ビ
音
二
等
ケ
レ
バ
、
乱
言
ヲ
緩
ベ
テ
軽
ク
成
ニ
ケ
レ
バ
、
負
上
テ

 
右
近
ノ
馬
場
二
将
行
ニ
ケ
リ
、
其
ニ
テ
亦
被
負
乍
、
元
期
二
歌
詠
メ
ナ
ド
シ

 
テ
、
其
ヨ
リ
亦
「
喜
辻
ノ
馬
場
ニ
テ
下
様
二
永
ク
遣
う
ム
、
其
将
行
ヶ
」
ト

 
云
ヘ
バ
可
辞
ク
モ
無
ケ
レ
バ
、
佗
テ
亦
将
行
ヌ
。
其
ヨ
リ
亦
云
随
テ
西
宮
へ

 
将
行
ヌ
。
如
此
ク
シ
ツ
終
夜
被
負
ツ
行
テ
、
-
暁
方
ニ
ゾ
場
所
二
等
返
テ
遁
テ
．

 
去
ニ
ケ
リ
。

 
 
男
、
衣
ヲ
得
タ
レ
ド
モ
、
辛
キ
目
ヲ
二
尊
ル
奴
也
カ
シ
。
此
僧
都
ハ
此
ク

 
カ
ゾ
極
ク
強
賊
リ
ケ
ル
ト
ナ
ム
語
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
）

 
今
昔
物
語
集
本
朝
部
に
登
場
す
る
僧
の
話
を
見
る
と
、
巻
二
十
以
前
の
仏
法

部
と
巻
二
十
二
以
後
（
巻
二
十
一
は
欠
巻
）
の
世
俗
部
と
で
は
性
格
に
相
違
が
、

見
ら
れ
る
。
仏
法
部
に
登
場
す
る
僧
の
話
は
高
僧
話
や
往
生
話
、
仏
法
霊
験
話
、

出
家
…
機
縁
等
等
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
登
場
す
る
僧
に
は
多
少
の
差
は
あ
る
が
、

（63）

「
橘
四
通
と
実
因
僧
都
の
話
を
め
ぐ
っ
て
」
 
1
今
昔
物
語
集
本
朝
世
俗
部
の
一
特
色
ー



宗
教
的
な
超
自
然
的
、
神
秘
的
な
要
素
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
例
え

ば
巻
二
十
第
二
「
震
旦
天
狗
智
羅
永
寿
、
渡
早
朝
語
」
は
、
震
旦
の
天
狗
が
日

本
の
修
験
の
僧
と
力
競
べ
を
し
ょ
う
と
来
朝
し
た
が
、
余
慶
律
師
、
深
禅
権
僧

正
、
慈
恵
大
僧
正
が
ど
れ
も
火
焔
や
童
子
に
守
ら
れ
て
い
て
近
寄
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
話
で
あ
る
。
ま
た
巻
十
九
第
三
十
五
「
藥
師
寺
最
勝
會
勅
使
、
捕

盗
人
語
」
、
第
三
十
六
「
藥
師
寺
舞
人
玉
手
公
近
、
値
盗
人
存
命
語
」
、
は
、
薬

師
寺
最
勝
会
の
勅
使
源
某
、
薬
師
寺
の
舞
人
玉
手
身
近
が
盗
人
の
難
を
免
れ
た

話
で
、
主
人
公
は
僧
で
は
な
い
が
、
話
末
に
「
然
レ
バ
濃
霧
キ
盗
人
二
値
フ
ト

云
ヘ
ド
モ
、
三
寳
ノ
加
護
有
レ
バ
、
自
然
ラ
此
ク
ゾ
有
ケ
ル
ト
ナ
ム
語
り
傳
ヘ

タ
ル
ト
ヤ
。
」
 
（
第
三
十
五
）
、
 
「
然
レ
バ
盗
人
二
値
フ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
佛
ノ

助
ヶ
有
レ
バ
、
此
ゾ
自
然
ラ
有
ケ
ル
ト
ナ
ム
語
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
」
 
（
第
三
十

六
）
と
し
て
、
三
宝
の
加
護
に
よ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

 
仏
法
部
も
今
昔
物
語
集
の
特
色
を
示
す
重
要
な
話
群
で
あ
り
、
中
に
は
文
学

的
価
値
の
高
い
話
も
あ
る
が
、
 
一
方
世
俗
部
に
登
場
す
る
僧
を
見
る
と
、
殺

人
を
犯
す
僧
が
あ
り
（
例
、
巻
二
十
八
第
十
八
「
金
三
山
別
當
、
食
毒
茸
不
酔

語
」
、
巻
二
十
九
第
九
「
阿
彌
陀
聖
、
殺
人
宿
其
家
山
殺
語
」
）
、
間
男
が
あ

り
（
巻
二
十
八
第
十
一
「
祇
薗
別
當
戒
秀
、
被
行
調
経
語
」
）
、
茸
に
酔
う
僧

（
巻
二
十
八
第
十
九
「
比
叡
山
横
河
僧
、
酔
茸
調
警
語
」
）
、
あ
る
い
は
名
声
、

名
誉
欲
に
と
り
つ
か
れ
る
僧
が
あ
っ
て
（
巻
二
十
八
第
十
八
「
金
雪
山
別
當
、

食
毒
葺
不
華
語
」
、
第
二
十
四
「
穀
漸
聖
人
、
持
米
被
害
語
」
）
、
そ
れ
ら
の

僧
に
は
俗
人
と
同
じ
よ
う
な
人
間
的
体
臭
が
感
じ
ら
れ
る
し
、
ま
た
仏
法
部
に

登
場
す
る
僧
に
比
し
て
現
実
的
で
も
あ
る
。
ま
た
巻
二
十
六
第
二
十
二
「
名

僧
、
立
寄
入
墨
能
書
語
」
は
、
あ
る
僧
が
間
男
と
間
違
え
ら
れ
て
殺
さ
れ
る

が
、
仏
法
部
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
、
観
音
菩
薩
や
法
花
経
に
よ
る
霊
験
・
奇

蹟
は
現
わ
れ
な
い
。
僧
の
場
合
で
も
災
難
が
起
っ
た
時
、
ま
ず
頼
み
に
な
る
の

 
は
自
分
の
持
つ
力
で
あ
る
。
，
右
に
例
話
と
し
て
上
げ
た
導
因
僧
都
の
強
力
話
は

 
一
実
因
の
強
力
に
は
誇
張
は
あ
ろ
う
が
1
世
俗
部
に
置
か
，
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、

仏
法
部
所
属
の
諸
話
に
比
し
て
現
実
的
匂
い
が
強
い
。
即
ち
仏
法
部
の
話
の
場

合
で
あ
る
な
ら
ば
盗
賊
に
出
会
っ
た
場
合
、
法
力
か
仏
法
の
霊
験
に
よ
っ
て
危

 
機
を
脱
出
す
る
で
あ
ろ
う
が
（
例
、
宇
治
拾
遺
物
語
巻
十
第
四
「
漂
藏
が
八
坂

 
の
坊
に
強
盗
入
る
事
」
、
拾
遺
往
生
伝
釜
中
「
大
法
師
浮
野
」
の
場
合
、
浄
蔵

 
法
師
の
坊
に
強
盗
が
入
っ
た
が
、
金
し
ば
り
に
な
っ
て
自
由
を
失
っ
た
。
）
、

強
力
に
よ
っ
て
危
難
を
免
れ
た
と
こ
ろ
に
現
実
的
な
所
が
あ
る
。
話
末
に
は

 
「
男
、
衣
ヲ
得
タ
レ
ド
モ
、
辛
キ
目
ヲ
見
タ
ル
奴
也
カ
シ
。
此
僧
都
ハ
此
ク
カ

ゾ
極
ク
強
カ
リ
ケ
ル
ト
ナ
ム
語
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
」
と
批
評
し
て
い
る
。

 
 
強
力
の
持
主
で
あ
っ
た
た
め
盗
賊
の
難
を
免
れ
た
話
は
他
に
も
あ
る
。
右
の

 
実
因
僧
都
の
話
の
次
に
第
二
十
「
廣
澤
皇
朝
僧
正
強
力
語
」
が
あ
る
が
、
．
こ
の

 
話
は
寛
朝
僧
正
が
強
力
の
持
主
で
、
盗
人
を
蹴
る
と
、
盗
人
は
寺
を
修
理
し
て

 
い
た
麻
柱
の
中
に
は
さ
ま
つ
た
話
で
あ
り
、
ま
た
仏
法
部
で
は
あ
る
が
、
巻
十

 
雲
霞
二
十
「
従
鎮
西
上
人
、
依
観
音
助
遁
賊
難
持
命
語
」
は
、
大
宰
大
武
某
が

西
国
か
ら
上
京
の
途
申
、
賊
に
会
っ
た
が
、
観
音
の
霊
験
と
共
に
「
思
量
」
が

・
あ
り
、
強
力
の
持
主
で
あ
っ
た
た
め
難
を
逃
れ
た
話
で
あ
る
。

 
 
こ
の
当
時
、
盗
賊
や
命
に
か
か
わ
る
危
難
に
出
会
う
機
会
が
多
か
っ
た
と
見

 
ら
れ
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
と
の
こ
と
に
関
す
る
話
は
今
昔
物
語
集
に
多
く
見

え
る
。
も
っ
と
も
治
安
状
態
が
行
届
い
て
い
る
は
ず
の
内
裏
の
中
や
近
辺
で
も

盗
賊
の
難
を
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
前
述
の
話
で
も
実
因
僧
都
が
盗

 
人
に
出
会
っ
た
の
は
武
徳
殿
の
近
く
で
あ
る
。
今
昔
物
語
集
の
他
の
話
に
つ
い

 
て
見
る
と
、
巻
二
十
七
第
八
「
於
内
裏
松
原
鬼
、
成
人
形
雪
女
語
」
で
は
、
光
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孝
天
皇
の
御
代
に
若
い
女
が
武
徳
殿
の
松
原
で
殺
さ
れ
て
お
り
、
同
論
第
九

「
三
二
朝
聴
弁
、
為
小
義
濡
鼠
」
で
は
、
清
和
天
皇
の
時
代
に
太
政
官
で
弁
某

が
殺
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
巻
第
十
「
仁
豆
殿
皇
恩
御
燈
油
取
物
来
語
」
で

は
、
醍
醐
天
皇
の
時
代
に
正
体
不
明
の
物
が
仁
寿
殿
の
御
灯
油
を
取
り
に
来

た
。
源
公
忠
が
強
く
蹴
る
と
、
物
は
逃
げ
去
っ
た
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
件
の

犯
人
が
全
部
盗
人
と
は
限
ら
な
い
し
、
第
十
の
場
合
は
あ
る
い
は
蛇
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
が
（
日
本
古
典
文
学
大
系
頭
注
）
、
こ
れ
ら
の
話
を
総
合
す
る

と
、
一
見
平
和
そ
う
に
見
え
る
平
安
時
代
の
内
裏
内
外
の
治
安
状
態
が
か
な
ら

ず
し
も
よ
く
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
紫
式
部
日
記
に
も
、
追
灘
の
夜

に
盗
人
が
入
っ
て
女
房
の
衣
装
が
盗
ま
れ
た
記
事
が
あ
る
。

 
今
昔
物
語
集
に
よ
る
と
、
右
の
よ
う
な
危
難
に
出
会
っ
た
場
合
、
危
難
を
免

れ
る
た
め
に
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き
こ
と
は
強
力
の
ほ
か
「
心
太
シ
」
 
（
ま
た

は
「
物
恐
不
為
ス
」
）
、
 
「
思
量
有
り
」
 
（
ま
た
は
「
心
計
シ
」
 
「
和
魂
」
）

で
あ
る
。
前
述
し
た
話
中
の
人
物
に
つ
い
て
も
「
形
チ
美
麗
ニ
シ
テ
心
賢
ク
思

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に

量
有
ケ
リ
。
武
勇
ノ
家
二
黒
ズ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
カ
ナ
ド
有
テ
極
テ
猛
カ
リ
ケ
リ
。
」

（
巻
十
六
第
二
十
の
大
宰
大
武
某
に
関
す
る
批
評
）
、
「
此
ノ
弁
弱
兵
ノ
家

ナ
ム
ド
ニ
ハ
非
ネ
ド
モ
、
心
賢
ク
思
量
有
テ
、
物
恐
不
為
ヌ
人
ニ
テ
ナ
ム
有

ケ
ル
。
」
 
（
巻
二
十
七
第
十
の
源
公
忠
に
関
す
る
批
評
）
と
記
し
て
い
る
。
こ

の
論
文
の
始
め
に
実
因
僧
都
の
話
と
共
に
橘
季
通
の
話
を
例
と
し
て
上
げ
た
。

橘
季
通
の
話
は
、
邸
の
周
囲
を
侍
に
囲
ま
れ
た
が
首
尾
よ
く
脱
出
で
き
た
話
で
，

あ
る
。
こ
の
話
の
中
で
も
、
明
け
方
に
季
通
を
迎
え
に
来
た
小
舎
人
童
は
侍
に

尋
問
さ
れ
た
時
、
と
っ
さ
の
機
転
で
「
御
写
経
ノ
僧
ノ
童
子
二
侍
り
」
と
言
っ

て
尋
問
を
か
わ
し
て
お
り
、
ま
た
全
通
は
少
し
の
す
き
を
見
つ
け
て
意
外
に
脱

出
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
代
に
危
難
を
免
れ
る
た
め
に
は
こ
の
よ
う
な
危
機
に

対
処
で
き
る
即
座
の
機
転
、
思
慮
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
話
に
も
随
所
に

「
此
ノ
季
立
思
量
リ
賢
ク
カ
ナ
ド
ゾ
極
ク
強
カ
リ
ケ
ル
ニ
、
」
（
1
）
、
「
童

部
ナ
レ
ド
モ
此
ク
賢
ク
（
異
本
は
「
賢
キ
」
）
奴
ハ
難
有
キ
者
也
。
」
 
（
2
）
、

「
此
モ
心
太
ク
力
有
ケ
レ
バ
、
此
ク
モ
組
立
ト
ナ
ム
語
り
傳
タ
ル
也
。
」
（
3
）

と
記
し
て
い
る
。
1
な
お
こ
の
話
は
宇
治
拾
遺
物
語
第
二
十
七
（
巻
二
第
七
）

「
面
通
わ
ざ
は
ひ
に
あ
は
む
と
す
る
事
」
に
謡
言
が
あ
っ
て
、
右
の
箇
所
を
そ

れ
ぞ
れ
「
此
駿
河
前
司
は
、
い
み
じ
う
力
そ
つ
よ
か
り
け
る
。
」
 
（
1
）
、
 
「
童

・
子
な
れ
ど
も
、
か
し
こ
く
、
う
る
せ
き
も
の
は
、
か
㌧
る
こ
と
を
そ
し
け
る
。
」

（
2
）
と
記
す
。
 
（
3
）
に
当
る
部
分
は
な
い
。
こ
の
話
に
関
す
る
限
り
、
強

力
、
思
量
、
心
太
シ
の
能
力
に
対
し
て
、
宇
治
拾
遺
物
語
よ
り
今
昔
物
語
集
の

方
が
意
識
的
に
記
し
て
い
る
。

 
こ
こ
で
橘
季
通
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
今
昔
物
語
集
（
宇
治
拾
遣
物
語
も

同
）
で
「
駿
河
前
司
二
季
通
」
と
記
し
て
あ
る
が
、
尊
卑
分
脈
に
も
同
様
に
駿

河
守
、
従
五
位
上
と
あ
る
。
身
分
は
そ
れ
程
高
く
は
な
い
。
む
し
ろ
中
下
級
官

吏
で
あ
る
。
一
方
歌
は
後
拾
遺
集
、
金
葉
集
に
三
首
と
ら
れ
て
い
る
の
で
、
歌

人
と
し
て
全
然
知
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
他
の
説

話
集
に
別
の
話
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
歌
や
恋
に
関
す
る
逸
話

も
あ
っ
た
と
思
う
が
、
今
昔
物
語
集
本
朝
世
俗
部
で
は
そ
の
よ
う
な
話
は
と
り

上
げ
ず
、
危
機
に
遭
遇
し
た
話
を
と
り
上
げ
て
い
る
。
な
お
今
昔
物
語
集
の
前

諾
（
巻
二
十
三
第
十
五
）
に
登
場
す
る
則
光
は
季
通
の
父
で
あ
る
。

 
今
昔
物
語
集
本
朝
世
俗
部
に
は
貴
族
、
僧
、
武
士
、
商
人
、
農
漁
民
等
、
様

々
の
職
業
に
所
属
し
て
い
る
人
々
が
登
場
し
、
あ
る
い
は
失
敗
し
、
あ
る
い
は

笑
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
話
の
中
に
も
文
学
的
に
見
て
興
味
を
ひ
く
話
が
あ

る
。
そ
れ
ら
の
話
と
と
も
に
、
危
機
を
免
れ
、
乗
り
越
え
た
人
々
の
話
を
と
り

「
橘
季
通
と
実
因
僧
都
の
話
を
め
ぐ
っ
て
」
 
1
今
昔
物
語
集
本
朝
世
俗
部
の
一
特
色
卜
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上
げ
て
お
り
、
レ
か
も
首
尾
一
貫
し
た
話
と
し
て
、
い
き
い
き
と
描
い
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
話
一
業
に
例
と
し
て
上
げ
た
話
以
外
に
も
様
々
の
話
が
あ
る

一
を
と
り
上
げ
た
と
こ
ろ
に
、
他
の
作
品
に
は
な
い
今
昔
物
語
集
本
朝
世
俗
部

の
一
特
色
が
あ
る
。

（二）

 
周
知
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
は
特
に
後
期
に
な
る
に
従
っ
て
、
摂
関
政
治
の

衰
え
と
共
に
社
会
に
混
乱
が
起
こ
り
．
都
に
お
い
て
も
連
日
の
よ
う
に
殺
人
、

強
盗
、
放
火
、
誘
拐
の
よ
う
な
犯
罪
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら

の
犯
罪
を
取
り
締
ま
る
べ
き
警
察
制
度
-
検
非
違
使
等
1
は
弱
体
で
、
治
安
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
註
1

ま
か
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
犯
行
が
あ
っ
て
も
犯
人
を
な
か
な
か
捕
え

る
こ
と
が
で
き
ず
、
更
に
は
検
非
違
使
の
役
人
自
身
が
犯
罪
を
犯
す
場
合
が
あ

っ
た
。
今
昔
物
語
集
巻
二
十
九
第
六
「
放
免
共
、
為
強
盗
入
人
家
被
捕
語
」
、

第
十
五
「
検
非
違
使
盗
糸
被
見
顕
語
」
は
こ
の
こ
と
に
関
す
る
話
で
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
な
社
会
に
生
き
る
人
々
が
持
つ
べ
き
理
想
の
能
力
、
あ
る
い
は
心

構
え
が
強
力
、
思
量
、
及
び
豪
胆
（
心
太
シ
）
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
能

力
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
人
々
は
そ
う
多
く
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
引
剥

に
出
会
っ
て
物
を
と
ら
れ
、
盗
賊
に
殺
さ
れ
、
あ
る
い
は
誘
拐
さ
れ
る
人
々
も

多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
当
時
の
社
会
状
勢
を
写
し
て
い
る
話
も

今
昔
物
語
集
に
あ
る
。
例
え
ば
巻
二
十
九
第
八
「
下
野
蛍
窓
元
家
入
強
盗
語
」

は
、
十
二
月
下
旬
に
下
野
守
藤
原
為
元
の
邸
に
強
盗
が
入
り
、
女
房
が
質
に
と

ら
れ
て
連
れ
出
さ
れ
た
。
道
路
で
衣
を
剥
が
れ
て
捨
て
ら
れ
た
。
」
女
房
は
助
け

を
求
め
た
が
、
応
じ
る
人
が
な
く
、
凍
死
し
た
。
解
毒
第
二
十
「
明
法
博
士
善

澄
、
被
盗
強
盗
語
」
は
、
明
法
博
士
の
助
教
清
原
巨
費
邸
に
強
盗
が
入
っ
た
。

善
澄
は
板
敷
の
下
に
か
く
れ
て
無
事
で
あ
っ
た
が
、
強
盗
が
退
去
し
て
後
、
門

の
外
に
走
り
出
て
、
「
検
非
違
使
ノ
別
當
二
申
シ
テ
、
片
端
ヨ
リ
捕
ヘ
サ
セ
テ

ム
ト
ス
」
と
叫
ん
だ
た
め
、
強
盗
が
戻
っ
て
来
て
善
澄
は
殺
さ
れ
た
。
こ
の
話

の
後
に
「
善
澄
才
ハ
微
妙
カ
リ
ケ
レ
ド
モ
、
露
、
和
魂
先
カ
リ
ケ
ル
者
ニ
テ
、

此
ル
、
心
幼
キ
事
ヲ
云
テ
死
ヌ
ル
也
ト
ゾ
、
聞
キ
ト
聞
ク
人
二
云
ヒ
被
諦
ケ
ル

ト
ナ
ム
語
り
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
」
と
批
評
す
る
。
同
巻
第
二
十
一
「
紀
伊
國
晴

澄
、
値
盗
人
語
」
は
、
平
織
時
の
郎
等
の
坂
上
晴
澄
は
兵
の
道
に
す
ぐ
れ
て
い
層

た
が
、
少
し
の
油
断
か
ら
盗
人
に
武
具
か
ら
履
物
ま
で
こ
と
ご
と
く
と
ら
れ
た

話
で
あ
る
。
同
巻
第
二
十
二
「
詣
鳥
部
寺
請
、
寒
季
人
語
」
は
、
あ
る
良
家
の

妻
が
鳥
部
寺
に
参
詣
し
た
と
こ
ろ
、
雑
色
男
-
元
来
侍
で
あ
っ
た
が
、
盗
み
を

し
て
つ
か
ま
り
放
免
に
な
つ
だ
一
に
衣
を
と
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
貞
操
ま
で
奪

わ
れ
た
話
で
あ
る
。
話
末
に
「
然
レ
バ
心
幼
キ
女
ノ
行
キ
ハ
可
止
キ
也
。
此
ク

怖
シ
キ
事
有
リ
。
」
と
批
評
し
て
い
る
。

（＝一）

 
一
方
、
こ
の
時
代
に
盗
賊
が
集
団
化
す
る
に
従
っ
て
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
に

も
強
力
な
集
団
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
代
表
的
集
団
が
源
平
両
氏
に
統
率
さ

れ
た
武
士
団
で
あ
っ
た
。
前
掲
し
た
巻
十
六
第
二
十
の
大
宰
大
武
某
に
対
す
る

批
評
、
巻
二
十
七
第
十
の
源
公
忠
に
対
す
る
批
評
の
中
に
「
武
勇
ノ
家
司
非
ズ

ト
云
ヘ
ド
モ
」
「
兵
ノ
家
ナ
ム
ド
ニ
ハ
非
」
ネ
ド
モ
し
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
こ

の
一
文
の
意
味
を
裏
返
す
と
、
強
力
、
思
量
、
豪
胆
と
い
う
能
力
、
心
構
え
、

即
ち
こ
の
こ
と
は
平
安
時
代
、
特
に
後
期
の
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
必
要
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な
力
で
あ
る
が
、
こ
の
力
を
備
え
た
人
々
を
代
表
す
る
の
が
武
士
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
今
昔
物
語
集
に
は
巻
二
十
三
、
二
十
五
に
武
士
の
話
を
集
中
的
に
掲

載
し
て
い
る
。
ま
た
巻
二
十
五
第
十
一
「
藤
原
親
孝
子
、
為
盗
人
被
虐
質
依
頼

信
言
免
語
」
 
（
源
頼
信
の
乳
母
子
、
・
藤
原
親
孝
の
子
を
盗
人
が
質
に
と
っ
た

が
、
頼
信
の
一
言
に
よ
っ
て
子
を
放
し
た
。
）
、
同
工
第
十
二
「
源
頼
信
朝
臣

男
頼
義
、
射
殺
馬
導
入
語
」
 
（
源
頼
信
、
頼
義
父
子
は
夜
中
に
馬
を
盗
ん
で
逃

げ
て
行
く
盗
人
を
射
殺
し
た
。
）
、
巻
二
十
九
第
五
「
平
谷
盛
朝
臣
、
於
法
師

馬
射
三
二
人
語
」
 
（
平
軽
物
が
懇
意
に
し
て
い
た
法
師
の
家
に
宿
し
て
い
る

と
、
夜
中
に
盗
人
が
入
っ
た
が
、
こ
と
ご
と
く
射
倒
し
、
あ
る
い
は
捕
え
た
。
）

等
の
話
に
は
、
武
士
の
力
が
盗
賊
を
圧
倒
し
て
行
く
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

 
上
流
貴
族
を
除
く
平
安
時
代
の
入
々
の
生
活
や
生
態
を
知
る
こ
と
は
、
当
時

の
記
録
、
文
学
作
品
、
絵
巻
物
等
に
よ
っ
て
断
片
的
に
は
知
り
得
て
も
、
こ
れ

ら
の
人
々
が
い
き
い
き
と
活
動
し
て
い
た
生
活
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。
武
人
の
棟
梁
で
あ
っ
た
清
和
源
氏
、
桓
武
平
氏
は
比
較
的
記

録
や
文
学
作
品
に
登
場
す
る
が
、
「
件
頼
親
殺
人
上
手
也
、
度
ぐ
有
二
此
事
一
。
」

（
御
堂
関
白
記
 
寛
仁
元
年
（
δ
属
）
三
月
十
一
日
条
）
、
「
義
家
朝
臣
者
天

下
第
一
武
勇
之
士
也
、
被
・
聴
二
昇
殿
一
世
人
有
下
不
二
甘
心
一
之
氣
上
職
、
但
莫
レ

言
。
」
 
（
中
右
記
 
承
徳
二
年
（
δ
一
。
。
）
十
月
二
十
三
日
条
）
、
「
鷲
の
棲
む

深
山
に
は
、
概
て
の
鳥
は
棲
む
も
の
か
、
同
じ
ぎ
源
氏
と
申
せ
ど
略
、
八
幡
太

郎
は
恐
ろ
し
や
」
（
梁
塵
秘
全
巻
二
）
の
よ
う
な
資
料
に
よ
っ
て
人
々
が
恐

れ
て
い
た
こ
と
は
わ
か
る
が
、
ど
の
よ
う
な
生
活
ぶ
り
を
し
て
い
た
の
か
を
知

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
平
安
時
代
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
生
活
ぶ
り

や
生
態
を
と
ら
え
、
い
き
炉
き
と
活
動
し
て
い
た
様
子
を
今
に
伝
え
る
こ
と
の

で
き
た
、
も
っ
と
も
代
表
的
な
作
品
が
今
昔
物
語
集
で
あ
っ
た
。

 
こ
こ
で
は
特
に
盗
賊
や
億
機
に
対
処
し
得
た
話
を
と
り
上
げ
た
が
、
右
に
例

と
し
て
上
げ
た
話
以
外
に
も
こ
の
こ
と
に
関
連
し
た
話
が
あ
る
。
そ
の
幾
つ
か

を
左
に
掲
げ
る
。

 
1
、
巻
二
十
三
第
十
五
「
陸
奥
前
司
橘
則
光
、
切
殺
人
語
」
一
道
則
光
が
若

く
て
夜
中
に
女
の
許
に
通
っ
て
い
た
時
、
物
陰
か
ら
三
人
の
男
が
次
々
に
現
わ

れ
て
斬
ろ
う
と
し
た
が
、
逆
に
斬
り
伏
せ
た
。
こ
の
話
の
始
め
に
則
光
に
つ
い

て
「
今
昔
、
陸
奥
前
司
雛
壇
光
ト
倉
入
有
ケ
リ
。
兵
ノ
家
二
非
ネ
ド
モ
、
心
極

テ
太
ク
テ
思
量
賢
ク
、
身
ノ
カ
ナ
ド
ゾ
極
テ
強
方
リ
ケ
ル
。
」
と
記
し
て
い

る
。
な
お
こ
の
話
は
宇
治
拾
遺
物
語
第
一
三
ご
（
巻
十
一
第
八
）
「
則
光
盗
人

を
き
る
事
」
に
同
話
が
泌
っ
て
、
右
の
箇
所
を
「
（
前
略
）
兵
家
に
は
あ
ら
ね

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
認

ど
も
、
人
に
所
置
か
れ
、
力
な
ど
ぞ
い
み
じ
う
強
か
り
け
る
。
」
と
し
て
お
り
、

今
昔
物
語
集
の
「
心
極
テ
太
ク
テ
思
量
賢
ク
」
は
記
さ
な
い
。
な
お
ま
た
則
光

は
季
通
の
父
で
あ
る
。

 
2
、
巻
二
十
四
第
十
九
「
播
磨
国
陰
陽
師
智
徳
法
師
語
」
一
海
賊
に
襲
わ

れ
、
船
の
物
を
と
ら
れ
、
人
が
殺
さ
れ
て
船
主
が
困
っ
て
い
た
。
陰
陽
師
の
智

徳
法
師
が
呪
文
を
と
な
え
る
と
、
海
賊
の
船
は
引
き
寄
せ
ら
れ
、
物
を
と
り
戻

し
た
。

 
3
、
巻
二
十
五
第
七
「
藤
原
保
昌
朝
臣
、
値
盗
人
袴
下
語
」
1
大
盗
入
の
袴

、
垂
が
衣
を
盗
も
う
と
し
て
、
夜
中
に
笛
を
吹
い
て
行
く
身
分
の
よ
さ
そ
う
な
人

を
襲
お
ヶ
と
し
た
が
、
気
お
く
れ
が
し
て
襲
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
だ
。
そ
の

人
は
摂
津
前
司
藤
原
保
昌
で
あ
っ
た
。
話
末
に
「
此
ノ
保
昌
朝
臣
ハ
家
ヲ
継
タ

ル
兵
ニ
モ
非
ズ
、
［
目
ト
云
人
ノ
子
也
。
而
ル
ニ
、
露
、
家
ノ
兵
ニ
モ
不
劣
ト

シ
テ
心
太
ク
、
手
無
キ
、
強
力
ニ
シ
テ
、
思
量
ノ
有
ル
事
モ
微
妙
ナ
レ
バ
、
公

「
橘
季
通
と
実
因
僧
都
の
話
を
め
ぐ
っ
て
」
 
1
今
昔
物
語
集
本
朝
世
俗
部
の
一
特
色
-
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此
モ
ノ
人
ヲ
兵
ノ
道
二
被
笠
ル
ニ
、
面
心
モ
ト
無
キ
事
無
キ
。
然
レ
、
世
二
三

テ
此
ノ
人
ヲ
恐
ヂ
迷
フ
事
無
限
り
。
」
と
批
評
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
話
は
宇

治
拾
遺
物
語
第
二
十
八
（
巻
二
第
十
）
「
予
言
合
二
保
昌
一
事
」
に
同
盟
が
あ
る

，
が
、
こ
の
批
評
は
記
さ
な
い
。
右
の
批
評
で
は
「
心
太
シ
」
「
手
筆
キ
」
「
強

力
」
 
「
思
量
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

 
ま
た
巻
二
十
八
第
十
五
「
豊
後
講
師
、
謀
従
鎮
西
上
語
」
、
第
十
六
「
阿
蘇

史
、
値
盗
人
謀
遁
語
」
は
物
言
い
、
あ
る
い
は
人
の
思
い
も
寄
ら
ぬ
機
転
に
よ

っ
て
盗
賊
の
難
を
さ
け
た
話
で
あ
る
。
即
ち
第
十
五
は
豊
後
の
講
師
某
が
武
人

と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
伊
佐
の
入
道
に
な
り
か
わ
っ
て
海
賊
を
追
い
返

し
、
第
十
六
は
阿
蘇
某
が
内
裏
か
ら
退
出
の
途
中
、
あ
ら
か
じ
め
装
束
を
か
く

し
て
裸
で
車
の
中
に
坐
し
、
盗
人
か
ら
逃
れ
た
。
・

（四）

 
こ
の
論
文
の
最
初
に
拝
具
通
と
実
相
僧
都
の
話
を
例
と
し
て
と
り
上
げ
た
。

両
話
の
う
ち
季
通
に
関
す
る
話
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
こ
の
話
は
今
昔
物
語
集

の
ほ
か
に
宇
治
拾
遺
物
語
に
も
痴
話
が
あ
る
。
今
昔
物
語
集
、
宇
治
拾
遺
物

語
、
及
び
他
の
説
話
集
を
含
め
て
、
季
通
が
登
場
す
る
話
は
こ
の
話
だ
け
で
あ

っ
て
、
他
の
話
に
は
登
場
し
な
い
。
古
事
談
巻
六
、
古
今
著
聞
集
巻
十
四
、
教

訓
抄
避
雷
の
音
楽
等
の
話
に
季
通
朝
臣
が
登
場
す
る
が
、
こ
の
季
通
は
藤
原
宗

旨
の
子
で
別
人
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
季
通
が
よ
ん
だ
歌
は
後
拾
遺

集
、
金
葉
集
に
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
後
拾
遺
集
第
十
（
哀
傷
）
所
載

の
歌
は
、
「
橘
則
長
、
こ
し
に
て
か
く
れ
侍
に
け
る
こ
ろ
、
さ
が
み
が
も
と
に
っ

か
は
し
け
る
」
と
い
う
詞
書
か
ら
、
兄
官
長
が
死
ん
だ
時
、
さ
が
み
に
贈
っ
た
歌

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
季
通
の
父
則
光
の
話
は
、
右
に
掲
載
し
た
よ
う
に
、

今
昔
物
語
集
巻
二
十
三
第
十
五
に
あ
っ
て
、
こ
の
話
も
盗
賊
三
入
を
殺
し
た
武

勇
の
話
で
あ
る
。
江
談
抄
第
三
（
雑
事
）
に
も
則
光
が
大
納
言
斉
信
宅
で
盗
を

．
捕
え
た
話
を
記
し
て
い
る
。
な
お
則
光
は
枕
草
子
に
も
登
場
し
て
お
り
、
清
少

納
言
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。
た
だ
し
枕
草
子
（
八
十
二
「
頭
の
中
将
の
、

す
ず
う
な
る
そ
ら
言
を
聞
き
て
」
、
八
十
四
h
里
に
ま
か
で
た
る
に
」
等
）
に

は
軽
爆
が
武
勇
の
方
面
で
す
ぐ
れ
て
い
た
話
ば
何
も
と
り
上
げ
な
い
。
む
し
ろ

清
少
納
言
に
笑
わ
れ
、
軽
く
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
則
光
．
季
通
父
子

は
今
昔
物
語
集
巻
二
十
三
・
宇
治
拾
遺
物
語
以
外
の
作
品
に
も
登
場
す
る
が
、

そ
れ
ち
の
作
品
で
は
今
昔
物
語
集
で
と
り
上
げ
て
い
る
よ
う
な
、
武
勇
．
強
力

を
示
す
話
は
と
勧
上
げ
な
い
。
こ
れ
が
他
の
作
品
と
違
う
今
昔
物
語
集
本
朝
世

俗
部
、
及
び
宇
治
拾
遺
物
語
の
特
色
で
あ
る
。
し
か
も
則
光
と
季
通
は
こ
の
話

 
の
主
人
公
に
な
っ
て
き
び
き
び
と
活
躍
し
て
い
る
。

 
 
一
方
、
実
因
僧
都
は
本
論
文
で
掲
げ
た
話
以
外
に
、
今
昔
物
語
集
の
本
朝
仏

 
法
部
、
巻
十
四
第
三
十
九
「
源
信
内
供
、
於
横
川
供
養
浬
盤
経
語
」
、
本
朝
法

華
験
記
巻
譜
第
四
十
三
「
叡
山
西
塔
具
足
坊
實
因
大
僧
都
」
、
郭
外
往
生
記

 
「
大
僧
都
實
因
」
、
古
事
談
第
三
「
了
延
汐
留
因
法
談
事
」
、
宇
治
拾
遺
物
語

第
六
十
八
」
（
巻
四
書
十
六
）
「
了
延
に
實
因
習
二
湖
水
中
一
法
文
の
事
」
に
逸
話

が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
話
は
大
部
分
が
仏
教
関
係
の
話
で
あ
る
。
即
ち
今
昔
物
語

 
集
の
話
は
実
以
が
源
信
僧
都
等
と
浬
藥
等
を
書
写
し
供
養
し
た
話
、
本
朝
法
華

験
記
・
踏
外
往
生
記
の
話
は
、
実
因
が
法
華
経
を
読
馴
し
て
往
生
し
た
話
、
古

 
事
談
・
宇
治
拾
遺
物
語
の
話
は
、
実
因
が
死
後
琵
琶
湖
の
中
か
ら
了
延
房
阿
閣

梨
と
法
文
を
談
じ
た
話
で
あ
る
。
強
力
に
関
し
て
は
、
本
朝
法
華
験
記
に
わ
ず

 
か
に
「
（
実
戦
は
）
身
獣
姦
力
也
。
」
と
記
す
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
権
記
長
保
二

（68）



年
（
δ
O
O
）
八
月
十
六
日
条
は
実
子
が
死
ん
で
直
後
の
記
事
を
載
せ
て
い
る

が
、
・
「
大
僧
都
實
因
卒
去
、
古
品
共
編
、
尤
為
二
法
器
一
、
今
聞
二
逝
去
一
、
莫
下

不
二
痛
惜
一
之
人
上
。
」
と
記
し
て
あ
る
が
、
実
因
の
強
力
に
つ
い
て
は
何
も
記

さ
な
い
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
実
因
の
強
力
話
を
載
せ
て
い
る
こ
と
は
、
今

昔
物
語
集
本
朝
世
俗
部
の
特
色
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

 
以
上
述
べ
て
来
た
よ
う
に
、
今
昔
物
語
集
本
朝
世
俗
部
は
橘
則
光
・
季
通
父

子
、
実
因
僧
都
に
関
す
る
話
を
武
勇
、
強
力
話
と
し
て
と
り
上
げ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
話
と
話
の
持
つ
性
格
は
、
一
部
宇
治
拾
遺
物
語
に
あ
る
が
、
他
の
作
品

に
な
い
特
色
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
話
で
三
人
は
話
の
主
入
公
と
な
っ
て
い
き
い
・

き
と
活
躍
す
る
。
三
入
が
共
通
し
て
持
っ
て
い
る
能
力
、
心
構
え
は
強
力
、
豪

胆
、
思
量
で
あ
る
。
こ
の
能
力
は
平
安
時
代
の
特
に
後
期
の
人
々
に
と
っ
て
、

こ
の
時
代
の
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
の
現
実
的
で
し
か
も
理
想
的
な
力
で
あ
っ

た
。
今
昔
物
語
集
の
こ
れ
ら
の
話
は
元
来
事
実
に
よ
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、

事
実
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
誇
張
は
あ
ろ
う
が
、
こ
の
当
時
の
世
相
を
反
映
し
て

い
る
と
共
に
、
三
入
が
こ
の
よ
う
な
能
力
を
持
つ
こ
と
は
一
般
の
人
々
に
と
っ

て
垂
誕
の
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
話
は
盗
賊
や
危
機
に
出

会
っ
た
際
の
人
々
に
と
っ
て
理
想
の
形
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

梁
塵
秘
抄
は
日
本
古
典
文
学
大
系
。
本
朝
法
華
験
記
は
続
群
書
類
従
。
後

拾
遺
集
は
八
代
集
全
寮
。
御
堂
関
白
記
は
大
日
本
古
記
録
。
権
記
は
史
料
、

大
成
。
中
右
記
は
史
料
通
覧
に
そ
れ
ぞ
れ
よ
っ
た
。
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注
1
、
平
安
時
代
の
警
察
制
度
に
つ
い
て
は
谷
森
饒
男
「
鹸
隣
雌
鞭
”
中
平
安

 
 
 
時
代
ノ
警
察
状
態
」
 
（
明
昇
舎
刊
、
大
正
十
年
八
月
）
が
く
わ
し

 
 
 
い
。

付
 
記

 
 
本
論
文
で
引
用
の
本
文
は
、
今
昔
物
語
集
、
宇
治
拾
遺
物
語
、
枕
草
子
、

稿

「
橘
季
通
と
実
因
僧
都
の
話
を
め
ぐ
っ
て
」
 
1
今
昔
物
語
集
本
朝
世
俗
部
の
一
特
色
-


